
（1） 第132号2015（平成27）年7月31日

昨
年
六
月
法
灯
継
承
に
当
り
、
即
如

門
主
さ
ま
退
任
の
ご
消
息
で
「
私
た
ち

の
宗
門
は
、
門
信
徒
一
人
ひ
と
り
に
、

み
教
え
が
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
伝
統
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
社
会
の
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、

浄
土
真
宗
の
み
教
え
や
伝
統
に
あ
る
多

様
な
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
、
各
人
、

各
世
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
条
件
を

活
か
し
、
特
に
若
い
世
代
の
感
性
と
実

行
力
を
尊
重
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方

を
朋
と
し
、
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し

て
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。」
と
ご
教
示
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
専
如
ご
門
主
さ
ま
は
ご
消
息

で
「
本
願
念
仏
の
ご
法
義
は
、
時
代
や

社
会
が
変
化
し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ご
法
義
の
伝
え
方
は
、

そ
の
変
化
に
つ
れ
て
変
わ
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
現
代
と
い
う

時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
法

義
を
伝
え
て
い
く
の
か
、
宗
門
の
英
知

を
結
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

『
自
信
教
人
信
』
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

現
代
の
苦
悩
を
と
も
に
背
負
い
、
御
同

朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
皆
様
と
歩
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
決
意

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

宗
門
で
は
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）

年
よ
り
二
十
五
年
に
及
ぶ
基
幹
運
動
の

成
果
を
踏
ま
え
、
激
動
山
積
す
る
今
日

的
課
題
に
立
ち
向
い
、『
宗
制
』
に
定
め

ら
れ
た
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
か
ら
三

年
を
一
期
と
す
る
「
御
同
朋
の
社
会
を

め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
へ
の
取
組

み
を
推
進
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
度
末
本
部
総
括
に
お
い
て

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
実
践
運
動
の
関

係
性
が
周
知
出
来
な
か
っ
た
」
と
し
、

改
め
て
、
運
動
の
目
的
を
宗
法
第
二
条

に
置
き
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
全

て
の
組
織
、
個
人
各
々
が
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
こ
れ
の
克
服
に
向
け
て
実
践

目
標
を
か
か
げ
行
動
し
て
い
く
と
す
る

も
の
で
す
。

今
年
、第
二
期
（
三
年
間
）
の
ス
タ
ー

ト
に
当
り
、
新
た
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
結

ぶ
絆
か
ら
広
が
る
ご
縁
へ
」
の
も
と
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
ふ
ま
え

教
区
実
践
目
標
を
確
認
し
、
皆
さ
ま
と

共
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

実
践
運
動
第
二
期
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

　実
践
運
動
山
陰
教
区
委
員
会

　副
委
員
長

　澤
田
隆
之

妙寿寺の足踏みオルガン
この足踏みオルガンは大正 11 年に当時の住職が、孫娘（第 15 代坊守。現住職の祖母）の 1歳の誕生日
に贈ったものです。
長い間経蔵の中で眠っていましたが、縁あってまた本堂に置かれ、何度かコンサートで使用されています。
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五
月
十
一
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
に
て
、
八
名
の

ご
出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題

は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、	

平
成
二
十
六
年
度	
矯
正
教
化
連
盟

山
陰
教
区
支
部
事
業
報
告

二
、	

平
成
二
十
六
年
度	

矯
正
教
化
連
盟

山
陰
教
区
支
部
歳
計
決
算
報
告

三
、	

平
成
二
十
七
年
度	

矯
正
教
化
連
盟

山
陰
教
区
支
部
事
業
計
画
案

四
、	

平
成
二
十
七
年
度	

矯
正
教
化
連
盟

山
陰
教
区
支
部
歳
計
予
算
案

五
、	

輔
導
使
に
つ
い
て

六
、	

平
成
二
十
七
年
度
本
派
矯
正
教
化

広
島
管
区
支
部
研
修
会
担
当
に
つ

い
て

七
、	

役
員
の
任
期
満
了
に
つ
い
て
（
規

約
第
六
条
）

八
、
各
施
設
状
況
報
告
に
つ
い
て

輔
導
使
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
各
自
で

取
り
計
ら
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
連
区
研

修
会
担
当
に
つ
い
て
は
、
概
ね
原
案
通
り

了
承
さ
れ
、
講
師
に
つ
い
て
は
決
定
せ
ず
、

役
員
に
一
任
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二

年
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
あ

り
、
支
部
長
中
尾
了
信
教
務
所
長
、
副
支

部
長
高
野
顯
信
先
生
、
幹
事
藤
森
観
海
先

生
、
幹
事
成
相
教
専
先
生
、
監
査
上
杉
正

之
先
生
、
監
査
内
藤
大
拙
先
生
に
ご
就
任

頂
き
ま
し
た
。

二
〇
一
五︵
平
成
二
十
七
︶年
度 

矯
正
教
化
連
盟
山
陰
教
区
支
部
総
会
報
告

Ⅰ
、
日
時

	

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
四
月

二
十
四
日
（
金
）
十
一
時
～
十
五
時

Ⅱ
、
会
場

本
願
寺
山
陰
教
堂

Ⅲ
、
協
議
事
項

二
〇
一五（
平
成
二
十
七
）年
度
　
御
同
朋
の
社
会
を

め
ざ
す
運
動（
実
践
運
動
）山
陰
教
区
委
員
会（
総
会
）

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町498-6　松江駅前第一生命ビル2階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB中国四国　松江支店

山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

一
、	

総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
。

二
、	

各
組
推
進
事
業
、
並
び
に
講
師
派

遣
制
度
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
。

三
、	

点
検
報
告
書
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に
つ

い
て
事
務
局
よ
り
説
明
。
承
認
。

四
、	

昨
年
度
行
事
報
告
、
並
び
に
今
年

度
行
事
計
画
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
報
告
。

五
、
部
会
（
各
部
会
に
分
か
れ
協
議
）

六
、
全
体
会
（
各
部
部
長
よ
り
発
表
）

七
、
そ
の
他

　
・	

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
担
当
者
会
西
原
担

当
長
よ
り
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ

く
り
に
つ
い
て
説
明

　
・	

千
鳥
ヶ
淵
法
要
山
陰
教
区
参
拝
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

教区報「山陰」第132号.indd   2 15.8.19   6:16:08 PM



（3） 第132号2015（平成27）年7月31日

四
月
一
日
（
金
）、
邑
智
西
組
光
西
寺
に

お
い
て
、「
山
陰
教
区
　
ほ
と
け
の
子
ど
も

の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
区
内

よ
り
子
ど
も
た
ち
九
十
一

名
が
集

ま
り
、
仏
参
・
ゲ
ー
ム
・

ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
の

集
い
の
開
催
に
つ
い
て
は

教
区
の

各
教
化
団
体
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
仏
婦
等
、
教
化
団

体
に
参
画
の

ご
依
頼
を
し
、
各
教
化

団
体
の
活
動

項
目
に
組
み
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

な
お
、
こ

の
集
い
は
山
陰
教
区
内

を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
周
り
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
二
十
四
年
春
休
み

に
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
予
定
で
す
。

御本山御用達　開明社員

七 條 袈 裟
五 條 袈 裟
色 衣・ 切 袴
黒 衣・ 布 袍
打 敷・ 戸 帳

旗 ・ 幕
念珠・門徒式章
裃・ 稚 児 装 束
記 念 品 一 式

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

去
る
四
月
十
四
日
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）年
度
山
陰
教
区
布
教
団
の
総
会
・

研
修
会
が
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
四
州
教
区
布
教
団
長
、

竹
條
教
悟
師
を
お
招
き
し
「
布
教
使
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
聴
講
研
鑽
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
・
決
算
書
」「
平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
七
年
五
月
十
日
（
日
）

「
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
山
陰

教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・
研
修
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
教
区
仏
壮
連
盟
の
総
会
を
行

い
、
午
後
よ
り
仏
壮
連
盟
講
師
の
義
本
弘

導
師
を
お
招
き
し
、「
こ
れ
か
ら
の
仏
壮

活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

山
陰
教
区
の
仏
教
壮
年
会
の
抱
え
て
い

る
問
題
に
、
お
寺
と
の
つ
な
が
り
や
お
寺

へ
の
お
参
り
が
年
々
少
な
く
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
仏
壮
の
世
代
交
代
が
上
手
く
い
か

ず
、
会
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
と
の
意

寺
院
仏
壮
結
成
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
！

　～
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・
研
修
会
開
催
～

見
が
多
く
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
数
の
減
少
が
理
由
で
仏
壮
会
の
休

会
や
退
会
を
す
る
単
位
会
が
見
え
始
め
、

教
区
の
寺
院
仏
壮
結
成
率
が
な
か
な
か
上

が
ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
壮
会
員
の

日
ご
ろ
の
活
動
や
、
各
寺
院
と
の
か
か
わ

り
方
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

単
位
会
を
結
成
し
て
い
な
い
寺
院
へ
の

積
極
的
な
声
掛
け
や
、
研
修
会
へ
の
積
極

的
な
参
加
な
ど
、
一
歩
ず
つ
確
実
に
行
動

を
お
こ
し
、
継
続
し
て
い
く
事
が
大
切
だ

と
の
思
い
を
持
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）」
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
寺
院

振
興
「
と
も
し
び
法
座
」
は
十
四
年
目
に

入
り
、
開
座
寺
院
か
ら
大
変
喜
ば
れ
る
事

業
に
な
り
、
今
年
度
も
二
十
ヶ
寺
の
開
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、鳥
取
ブ
ロ
ッ

ク
に
し
か
な
い
常
例
線
を
島
根
県
側
に
設

置
で
き
な
い
か
役
員
会
に
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

山
陰
教
区
布
教
団
の
総
会
・
研
修
会

寄
　
贈

　
布
野
信
之
宗
会
議
員
よ
り
、
宗
会
副

議
長
就
任
の
記
念
（
御
礼
）
と
し
て
、

山
陰
教
堂
へ
マ
イ
ク
音
響
シ
ス
テ
ム
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
月
の
常
例

法
座
「
灯
映
会
」
や
、
総
局
巡
回
、
各

種
研
修
会
、
会
議
な
ど
で
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
懸
案
の

マ
イ
ク
不
足
が
な
く
な
り
、
音
響
も
良

い
と
好
評
で

す
。
こ
の
紙

面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
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私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
世
界
仏
教
婦

人
会
大
会
」
に
、
ぜ
ひ
と
も
一
度
は
参
加

し
て
み
た
い
、
と
思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

四
年
に
一
度
の
本
大
会
に
、
山
陰
教
区
か

ら
の
参
加
者
は
、
宍
戸
芳
子
代
表
（
明
宗

六
月
中
旬
の
南
国
高
知
は
、
も
う
早
稲

の
穂
が
出
始
め
て
お
り
ま
し
た
。

風
土
・
気
候
も
か
な
り
違
う
中
国
四
国

の
第
四
連
区
各
地
か
ら
集
っ
た
、
百
二
十
名

余
り
の
門
推
員
と
の
ご
縁
を
戴
き
ま
し
た
。

話
し
合
い
法
座
は
、
最
初
は
遠
慮
が
ち

に
遠
巻
き
に
座
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
他

班
の
声
が
や
か
ま
し
く
、
し
だ
い
に
膝
が

し
ら
が
触
れ
合
う
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
輪
に

な
り
ま
し
た
。

『
自
他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
の
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
』
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
百
二
十
分
の
ほ
と
ん

ど
の
時
間
は
、
各
寺
の
現
状
や
課
題
の
発

表
で
し
た
。

ど
こ

も
聴
聞

の
お
参

り
が
少

な
い
の

が
悩
み

で
す
が
、

な
か
な

か
妙
案

は
無
い

よ
う
で

す
。

寺
）
は
じ
め
二
十
七
人
で
、
出
雲
空
港
か

ら
出
発
し
、
八
日
間
の
経
験
で
し
た
。

全
日
程
を
通
し
て
の
感
動
は
多
々
あ
り

ま
す
が
、
紙
数
の
制
約
上
割
愛
し
、
深
く

心
に
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
ら
の
い
く
つ

か
を
記
し
て
み
ま
す
。

第
十
五
回
の
テ
ー
マ
や
活
動
状
況
等
は
、

諸
情
報
紙
で
ご
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
大

会
は
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
市
の
テ
ラ

ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
広
い
会
場
を
一
七
〇
〇

人
の
門
徒
が
、
埋
め
つ
く
し
ま
し
た
。
ご

門
主
さ
ま
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
穏
や

か
で
物
静
か
な
雰
囲
気
の
中
、
大
会
が
始

ま
り
、
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

一
堂
に
会
し
て
行
っ
た
「
お
つ
と
め
」

は
、
一
七
〇
〇
人
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
発

す
る
心
音
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
声
が
和

し
て
、
し
か
も
ひ
と
つ
の
音
と
な
り
溶
け

合
っ
て
表
現
さ
れ
た
「
讃
仏
偈
」
と
「
重

誓
偈
」
は
重
厚
で
あ
り
、
か
つ
心
が
豊
か

に
な
り
切
れ
圧
巻
で
し
た
。
ま
さ
し
く「
海

の
内
外
（
う
ち
と
）
の
へ
だ
て
な
く
」
の

歌
詞
ど
お
り
会
場
が
一
体
と
な
り
、
信
心

を
核
と
し
た
「
声
の
つ
な
が
り
」
の
境
地

と
い
え
る
も
の
だ
、
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

仏
壮
・
仏
婦
・
若
婦
と
組
織
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
お
寺
は
、
や
は
り
活
発
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
班
と
し
て
の
テ
ー
マ
の
ま
と
め

は
、『
立
場
の
異
な
る
人
と
も
対
話
を
重

ね
、
報
恩
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
生
き

る
』
で
す
。

門
推
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
も
法
縁

を
広
げ
て
い
く
お
手
伝
い
を
再
認
識
し
た

研
修
会
で
し
た
。

山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

五
月
十
三

日
（
水
）「
平

成
二
十
七
年

度
山
陰
教
区

仏
教
婦
人
会

連
盟
　
総
会
・

研
修
会
」
が
松

江
テ
ル
サ
に

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加

者
は
三
九
七

｜
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
｜

邑
智
西
組
（
長
円
寺
）
　香

　川

　良

　三

「
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
に
参
加
し
て
」

松
江
組
（
明
宗
寺
）
　玄

　田

　初

　榮

第
四
連
区
・
研
修

ト
ロ
ン
ト
仏
教
会
の
バ
ッ
ジ

山
陰
教
区
仏
婦
連
盟

総
会・研
修
会
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平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
、二
十
五
日

の
二
日
間
、
本
願
寺
山
口
別
院
に
て
行
な
わ

れ
た
「
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者

研
修
会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
日
は
九
州
遊
び
の
研
究
所
所
長
の
中
島
宏

先
生
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
二
日
目
は
山
口

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の
片
山
京
子

先
生
ら
三
人
に
よ
る
手
話
の
講
義
で
し
た
。

中
島
先
生
の
講
義
は
「
体
を
動
か
し
て
元

気
に
遊
ぶ
。」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
工
作
や
一
人
で
遊
べ
る
も

の
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

森
の
絵
の
中
に
動
物
や
人
が
隠
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
探
す
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。
何
が
隠

れ
て
い
る
の
か
は
予
め
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
か
を
探
し
つ
つ
、

隣
や
前
後
の
席
の
方
と
教
え
合
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
中
島
先
生
が
「
こ
の
ゲ
ー
ム
で
気

を
つ
け
る
の
は
、
一
人
で
寂
し
く
見
て
る
子

が
い
な
い
か
を
見
る
こ
と
で
す
よ
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
た
だ
ゲ
ー
ム
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
目
を

配
る
事
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

も
つ
も
の
を
い
く
つ
ポ
ケ
ッ
ト
に
持
っ
て
お

け
る
か
が
大
事
で
す
。」
と
聞
か
さ
れ
、
研
修

会
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
た
り
、
情
報
交

換
を
し
た
り
し
な
が
ら
研
鑽
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
片
山
先
生
が
ご
自
身
の
手
話

の
関
わ
り
を
通
し
て
、
耳
の
不
自
由
な
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
は
手
話
が
で
き
な
く
て
も
、

口
を
大
き
く
開
け
て
話
せ
ば
会
話
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
耳
の
不
自

由
な
方
に
は
音
と
し
て
の
情
報
が
無
い
た
め

「
外
科
」
を
「
そ
と
か
」、「
内
科
」
を
「
う
ち
か
」

と
読
ん
で
し
ま
い
、
会
話
が
通
じ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
と
教
わ
り
、
自
分
の
認
識
の
甘

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。「
手
話
は
言
語
で
す
。」

と
言
わ
れ
た
意
味
が
少
し
な
が
ら
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

手
話
の
挨
拶
や
自
己
紹
介
の
や
り
方
を
学
び
、

各
グ
ル
ー
プ
一
人
ず
つ
が
み
ん
な
の
前
で
自

己
紹
介
を
し
て
終

わ
り
ま
し
た
。

多
く
の
大
切

な
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
た
、
楽
し
く

意
義
深
い
研
修
で

し
た
。

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ

名
で
し
た
。
午
後
か
ら
の
研
修
会
の
ご
講

師
は
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
の
野
村
康

治
先
生
で
『「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

大
田
東
組

　専
勝
寺

　金

　盛

　徳

　照

「
お
つ
と
め
」
で
し
た
。

大
会
前
日
に
、
ト
ロ
ン
ト
仏
教
会
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
現
代
的
洋
風
の
き
れ
い

な
仏
教
会
に
は
、
西
本
願
寺
か
ら
派
遣
さ

れ
た
男
性
の
開
教
使
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
予
定
時
刻
で
立
ち
去
る
際
に
、
自

由
に
い
た
だ
け
る
品
が
、
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
置
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
黄
緑

の
か
わ
い
い
バ
ッ
ジ
に
目
が
留
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
大
の

横
長
楕
円
形
の
も
の
で
、
白
い
小
さ
な
英

語
の
文
字
で
、
リ
ブ
・
イ
ン
・
ザ
・
モ
ウ

メ
ン
ト
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
領
解
文
の
「
一
期
を
か
ぎ
り
ま
も
り
も

う
す
べ
く
そ
う
ろ
う
」
の
意
だ
と
、
私
は

直
観
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
年
四
月
の

燈
映
会
の
法
座
で
、
徳
川
真
英
師
の
ご
法

話
と
重
ね
て
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

モ
ウ
メ
ン
ト
は
、
一
瞬
と
か
現
在
と
い

う
意
味
で
あ
り
、「
一
期
」
も
同
意
で
あ
っ

て
そ
の
時
そ
の
時
の
「
今
」
を
大
切
に
し
、

い
つ
で
も
、
ど
ん
な
時
で
も
、
仏
さ
ま
と

向
き
合
っ
て
念
仏
生
活
に
徹
し
、
生
か
さ

れ
て
生
き
て
い
こ
う
！
と
い
う
、
こ
の

バ
ッ
ジ
に
共
感
い
た
し
ま
し
た
。
ト
ロ
ン

ト
仏
教
会
の
門
徒
の
方
々
が
、
バ
ッ
ジ
を

胸
に
つ
け
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
大
切
に

し
て
宗
教
生
活
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿

が
、
想
像
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
宝

物
の
バ
ッ
ジ
を
、
す
ぐ
に
洋
服
の
衿
に
取

り
付
け
ま
し
た
。

懇
親
交
流
会
で
九
十
歳
の
ブ
ラ
ジ
ル
の

女
性
が
、
日
本
語
で
「
移
民
で
辛
い
生
活

だ
っ
た
が
、
仏
さ
ま
を
信
じ
て
き
た
こ
と

で
安
心
感
を
得
て
、
今
は
幸
福
」
と
、
と

て
も
「
い
い
顔
」
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
切
な
も
の
を
求
め
よ
う
と
集
っ
た
同

朋
（
き
ょ
う
だ
い
）。
こ
れ
か
ら
の
私
は
、

信
心
浅
き
自
己
を
省
み
て
、
宗
教
や
浄
土

真
宗
の
み
教
え
を
、
理
や
心
、
感
、
体
で

学
び
続
け
、
信
心
深
き
人
間
に
な
り
た
い
、

と
思
っ
た
世
界
仏
教
婦
人
大
会
で
し
た
。

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
」
活
動
と
は
』
と
い
う
講
題
で
ご
講
話

を
賜
り
ま
し
た
。
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山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

山
陰
教
区
宗
門
総
合
振
興
計
画
に
か
か
る

﹁
総
局
巡
回
﹂報
告

二
〇
十
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月

十
五
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
午
後

三
時
三
十
分
ま
で
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
本

堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
原
田
光
生
（
晃
耀
）
宗
会
議

員
と
小
笠
原
義
宣
宗
会
議
員
が
伝
灯
奉
告

法
要
の
本
部
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
法

要
本
部
長
は
、
総
務
や
副
総
務
が
就
任
さ

れ
て
い
る
要
職
で
あ
り
ま
す
の
で
、
二
名
同

時
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
教
区
の
祝

事
で
す
。

宗
派
か
ら
は
、
山
階
昭
雄
総
務
、
武
野

公
昭
副
総
務
、
原
田
晃
耀
宗
門
伝
灯
奉
告

法
要
教
化
本
部
長
、
小
笠
原
義
宣
宗
門
伝

灯
奉
告
法
要
警
備
・
誘
導
本
部
長
、
小
島

寛
隆
寺
院
活
動
支
援
部
国
内
伝
道
・
寺
院

支
援
担
当
・
過
疎
地
域
対
策
担
当
部
長
、

鷲
山
仁
志
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推

進
室
賛
事
の
六
名
に
ご
出
向
頂
き
ま
し
た
。

教
区
か
ら
は
五
十
四
名
と
多
数
の
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。

始
め
に
、
教
務
所
長
挨
拶
、
ご
一
行
紹
介
、

総
局
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
十
五
代

専
如
ご
門
主
の
法
灯
継
承
と
、
宗
門
総
合

振
興
計
画
の
D
V
D
を
視
聴
し
、
部
長
よ

り
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
宗
門
総

合
振
興
計
画
は
、
親
鸞
聖
人
七
百
回
大
遠

忌
よ
り
出
発
し
、
先
の
七
百
五
十
回
大
遠

忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
と
連
動
す
る
と
と

も
に
、
八
百
回
大
遠
忌
に
向
か
っ
て
の
百
年

間
の
宗
門
大
計
の
中
の
十
年
計
画
と
し
て
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
基
本
方
針
で
、
仏
教

の
精
神
に
基
づ
く
社
会
へ
の
貢
献
、
自
他
共

に
心
豊
か
に
生
き
る
生
活
の
実
践
、
宗
門
の

基
盤
づ
く
り
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答
で
は
、
宗
門
総
合
振
興
計
画

の
収
支
計
画
に
つ
い
て
厳
し
い
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
計
画
内
容
が
大
雑
把
、
ご
門

徒
へ
の
負
担
が
重
い
、
大
遠
忌
法
要
か
ら
こ

の
度
の
募
財
期
間
が
短
す
ぎ
る
な
ど
の
ご
意

見
も
賜
り
ま
し
た
。
部
長
か
ら
重
ね
て
の
説

明
の
後
、
総
局
か
ら
は
、
こ
の
混
沌
と
し
た

時
代
に
ご
就
任
頂
い
た
若
い
専
如
ご
門
主
を

お
支
え
し
、
宗
門
の
興
隆
の
た
め
に
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

午
前
は
総
会
を
開
催
、
前
年
度
事
業
並

び
に
決
算
、
監
査
報
告
そ
し
て
新
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
研
修
会
は
、
松
江
市
立
病

院
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
で
医
学
博
士
の

安
部
睦
美
先
生
を
迎
え
、「
ホ
ス
ピ
ス
・
緩

和
ケ
ア
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
講

題
で
、
患
者
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

の
様
々
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
、
ご
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
十
三
名
の
参

加
で
し
た
。

二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）年
五
月
十
九
日（
火
）

会
場
・
本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰

　

総
会
・
研
修
会
開
催
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六
月
二
十
日
の
夜
七
時
、
子
ど
も
か

ら
八
十
代
ま
で
の
人
た
ち
の
熱
気
と
ス

カ
（
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
）
の
リ
ズ
ム
、

そ
し
て
お
念
仏
。
す
べ
て
ひ
と
つ
と
な

り
本
堂
全
体
に
響
き
渡
っ
た
。
私
自
身
、

お
寺
で
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
る
。
ま

さ
に
『
感
じ
る
お
寺
』
と
な
っ
た
。

全
て
の
世
代
の
方
に
お
寺
と
関
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
、
お
寺
と
の
ご
縁
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
今
回
の
集

い
を
開
催
し
た
。

こ
の
時
期
は
先
代
住
職
の
代
か
ら
毎

年
一
回
、
著
名
な
方
を
招
い
て
真
宗
文

化
講
座
を
開
催
し
て
い
た
が
、
二
十
回

目
を
区
切
り
と
し
て
し
ば
ら
く
休
ん
で

い
た
。
私
の
代
に
な
り
「
何
か
し
た
い
」

と
い
う
思
い
は
ず
っ
と
あ
っ
た
が
具
体

的
に
は
思
い
浮
か
ば
な
い
。
そ
ん
な
中
、

山
陰
教
区
の
僧
侶
だ
け
の
バ
ン
ド
“
ザ
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
坊
ズ
”
の
こ
と
を
知
り
、

早
速
、
出
演
依
頼
を
お
願
い
し
た
こ
と

が
今
回
の
『
感
じ
る
お
寺
』
の
第
一
歩

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
せ
っ
か
く
お
寺
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
の

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
方
に
来
て
も
ら
い

た
い
。
今
ま
で
ご
縁
が
遠
か
っ
た
世
代

に
も
お
寺
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
。」
そ
ん
な
想
い
が
膨
ら
み
、
な
ら
ば

ど
う
し
よ
う
か
考
え
、
お
勤
め
を
音
楽

法
要
と
し
、
そ
こ
に
坊
守
の
友
人
を
中

心
と
し
た
コ
ー
ラ
ス
隊
を
結
成
し
た
。

他
に
も
、
ま
だ
私
た
ち
と
ご
縁
の
な
い

若
い
人
達
に
も
来
て
欲
し
か
っ
た
の
で
、

地
元
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
同
好
会
に
お
願

い
し
て
演
奏
し
て
い
た
だ
い
た
。
ブ
ラ

ス
の
演
奏
が
あ
る
と
、
そ
の
関
係
者
も

お
寺
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
。
コ
ー
ラ

ス
隊
や
ブ
ラ
ス
に
は
若
い
お
母
さ
ん
も

お
ら
れ
る
の
で
託
児
所
を
設
け
、
併
せ

て
こ
の
時
間
帯
に
子
ど
も
会
も
行
っ
た
。

子
ど
も
は
縁
を
駆
け
め
ぐ
り
、
若
者
は

リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
、
中
高
年
は
静

か
に
音
楽
を
楽
し
む
。
幼
児
か
ら
年
配

の
方
ま
で
幅
広
い
世
代
の
参
加
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
集
い
な
の

で
、
ブ
ラ
ス
の
演
奏
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
坊

ズ
の
ラ
イ
ブ
の
間
、
休
憩
を
兼
ね
て
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
子
ど
も
も
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
み
た
の
だ
が
、
予

想
以
上
の
賑
わ
い
で
、
こ
こ
で
も
大
盛

況
だ
っ
た
。

実
際
、
一
番
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
の

は
ブ
ラ
ス
の
方
々
で
、
演
奏
の
時
は
飛

び
入
り
の
参
加
が
あ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

坊
ズ
の
ラ
イ
ブ
は
全
員
総
立
ち
と
な
っ

て
カ
ラ
ダ
全
体
で
お
寺
を
感
じ
て
く
れ

た
。終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
若
い
人
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
1
0
0

名
あ
ま
り
の
人
が
参
加
し
て
下
さ
り
、

そ
の
半
分
近
く
が
今
回
初
め
て
来
ら
れ

た
方
々
だ
っ
た
。「
ま
た
次
も
し
て
く
だ

さ
い
！
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
戴
い

た
の
だ
が
、
さ
て
次
回
、
今
回
ご
縁
に

遇
っ
た
人
達
と
次
回
も
ど
う
繋
げ
て
い

け
る
か
、
大
き
な
課
題
が
出
来
た
。
今

か
ら
来
年
の
こ
と
を
考
え
ね
ば
･
･
･
。

キッズサンガ公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net） 検  索キッズサンガ
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「感じるお寺　～音楽と聞法のつどい～　を開催して」

伝灯奉告法要
◆平成28年	 ◆平成29年

第1期：10月1日～8日	 第 5期：3月7日～14日

第2期：10月20日～27日	 第 6 期：3月28日～4月4日

第3期：11月4日～11日	 第 7 期：4月11日～18日

第4期：11月18日～25日	 第 8 期：4月25日～5月2日

	 第 9 期：5月9日～16日

	 第10期：5月24日～31日
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教
区
報
『
さ
ん
い
ん
』
一
三
二
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
▼
「
御

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

が
推
進
さ
れ
て
今
年
の
四
月
で
早
く
も
四
年

目
に
突
入
し
ま
し
た
。教
区
を
は
じ
め
各
組
・

諸
団
体
に
お
い
て
も
二
期
目
の
実
践
目
標
を

掲
げ
展
開
中
で
す
。
ま
た
宗
門
で
は
伝
灯
奉

告
法
要
を
は
じ
め
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要

を
展
望
し
た
「
宗
門
総
合
振
興
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
▼
社
会
に
開
か
れ
た
宗
門

を
め
ざ
す
運
動
の
中
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
報

道
が
過
日
な
さ
れ
、
改
め
て
念
仏
者
と
し
て

の
生
き
方
、
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

持
ち
精
進
す
べ
し
と
異
例
の
総
長
談
話
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
僧
侶
・
住
職
の
育
成
の
徹

底
が
重
点
と
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
報
道
は
他
人
ご
と
で
は
な
く
自
ら

を
省
み
る
ご
縁
で
も
あ
り
ま
し
た
▼
こ
れ
か

ら
の
実
践
運
動
が
社
会
に
開
か
れ
る
に
は
、

日
常
生
活
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
念
仏
者
と

い
う
自
覚
を
持
ち
活
動
す
る
こ
と
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
ま
す
▼
今
号
の
教
区
報
は
カ
ラ
ー

四
頁
仕
立
て
で
す
。
予
算
の
関
係
上
、
毎
号

フ
ル
カ
ラ
ー
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
新

企
画
や
連
載
物
を
取
り
入
れ
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ
）

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実

践
運
動
）
が
大
遠
忌
法
要
後
の
大
き
な
指

針
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
て
、
四
年
に
な

り
ま
す
。
私
達
僧
侶
、
寺
族
、
門
信
徒
の

あ
り
方
を
厳
し
く
問
い
直
す
機
会
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
江
組
は
、
離
島
、
中
山
間
地
、
都
市

部
の
二
市
二
郡
の
環
境
状
況
の
異
な
る
広

範
囲
の
中
に
、
四
ヶ
寺
の
住
職
不
在
、
五
ヶ

寺
の
住
職
代
務
を
含
む
十
八
ヶ
寺
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
に
禅
宗
地
盤
、

神
道
意
識
の
強
い
中
で
、
法
義
相
続
に
苦

労
し
て
こ
ら
れ
た
、
現
代
の
姿
で
す
。

歴
代
伝
え
ら
れ
て
き
た
県
都
で
の
法
義

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
議
論
の
中
、
組
目
標
を
「
日
常
の
寺

院
活
動
｜
地
域
と
寺
院
｜
人
と
ひ
と
の
つ

な
が
り
の
強
化
育
成
」
と
し
、
そ
の
目
標

具
現
化
の
為
に
各
寺
が
実
践
目
標
を
設

定
、
評
価
、
公
表
し
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

し
た
。「
各
教
化
団
体
の
見
直
し
」「
門
徒

の
拡
大
」「
法
座
の
参
加
増
大
」「
掲
示
伝

道
・
文
書
伝
道
の
開
始
」
等
々
、
当
該
の

寺
の
問
題
点
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
結
果
「
新
し
い
参
加
者
の
増
大
」

「
地
域
（
町
内
）
の
連
携
増
加
」「
寺
と
門

徒
が
近
く
な
っ
た
」
等
々
プ
ラ
ス
感
の
ほ

か
「
住
職
の
法
話
」「
す
べ
て
の
固
定
化

と
マ
ン
ネ
リ
化
」「
地
域
行
事
と
の
関
連
」

な
ど
功
罪
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
き
た
よ
う

で
す
。
思
考
錯
誤
の
中
で
、「
な
ん
と
か

し
な
け
れ
ば
」
の
問
題
意
識
が
芽
生
え
た

よ
う
に
思
う
こ
と
で
す
。

そ
の
三
ヶ
年
の
後
、
今
年
度
か
ら
「
日

常
の
寺
院
活
動
｜
少
子
高
齢
化
の
中
で
の

教
化
活
動
、
法
座
活
動
の
活
性
化
」
と
し
、

今
一
度
、
各
寺
は
、
何
を
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
目
標
設
定
を
か
か
げ
、
三
年
後
に

細
や
か
で
も
「
気
づ
き
」
が
あ
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

僧
侶
、
寺
族
、
門
信
徒
が
、
ど
れ
だ
け

危
機
意
識
を
感
じ
て
い
る
の
か
。
混
沌
と

し
た
時
代
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
が
変
革

を
迫
ら
れ
て
い
る
中
で
、
寺
院
が
「
お
っ

ち
ら
」
と
し
て
い
る
時
代
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
寺
か
ら
の
発
信
と
考
え
て
、
組
内

寺
院
の
相
互
の
意
見
交
換
を
密
に
し
て
い

き
た
い
今
日
此
頃
で
す
。

せ
め
て
十
年
後
に
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
回
顧
で
き
る
姿
に
な
り
た
い
も
の
で

す
。

実
践
運
動
の
具
現
化

松
江
組
長

　高

　
野

　
顯

　
信

協
賛

瀬
尾
浩
義
商
店
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